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1.緒 言

ア カ ネ科(Rubiaceae)植 物 の 根 に 含 まれ る赤 色 々素 を熱 水 で 抽 出 し て,天 然 繊 維 を染

め る茜 染 め の歴 史1)は 紅 花Caytharnustinctoriusの 花 冠 を用 い る紅 染 め の それ と共 に 大

古 に さか の ぼ る.SoxhletR'は セ ィ ヨ ウア カ ネRubiatil2ctoyu〃Zも 多 年 生 の 東 洋 植 物 と

説 き,古 代 エ ジプ ト,ペ ル シ ヤお よび イ ン ドに お い て用 い られ た とPerkinは 述 べ,さ ら

に,ギ リシヤか らロ ー マに 伝 わ り,十 字 軍 を契 機 と して南 欧 諸 国 に そ の栽 培 が 拡 が った と

い う.セ ィヨ ウ ア カ ネに よ る茜染 めは 金 属 塩 の媒 染 に よ り,赤 系 統 の 美 しい 色 相 が 得 られ

るの で16Cに は オ ラ ン ダが その 方 面 で 他 国 を圧 した.近 代 化学 の発 達 は茜 色 素 の 主 成 分 ア

リザ ニ ン を単離 し,そ の 構 造 式 が 決 定 され,1868年,Graebe,Liebermann両 氏3,は 合 成

に成 功 し た.ア リザ リン製 法 が工 業 化 されMadderの 用途 は 狭 くな って い る.現 在 イ ラ ン

の農 村 で は 古 代 ペ ル シヤ の面 影 を 伝 え た羊 毛 の 茜 染4)め が 残 され て い る.こ れ はMadder

を 用 い るが,イ ン ドで はMunjeetと 称 す るR・coydifoliaが 使 われ,カ シ ミィル 種,シ

ッキ ム種 の 変種 が知 られ て い る.セ ィ ヨウ ア カ ネ は六 葉 輪 生 で あ るが,R・coYdifoliaに

属 す る東 洋 の ア カ ネは 中 国 の 河北,河 南 お よび 西 北 に は五 葉 ア カ ネ5)で あ り,日 本 の野 生

の もの は 四葉 で あ る.わ が 国 の 文 献 に ア カ ネが 見 られ るの は 「古 事 記 」6)上 巻,八 下・矛 神 の

歌 に 「夜麻 賀 多 爾 麻 岐斯 阿 多 泥 都 岐 曽 米 紀 賀 斯 流 遡 斯米 許 呂遠 麻 都 夫 佐 遍 登

理 与 曽比 … …」 とあ って文 中 の 「阿 多 泥」 は 「阿 加ji」 と解 釈 され,出 雲 の大 神 が 山畑 に

ア カ ネ を播 き染 木 の 汁 の 染 め衣 を着 る こ とを唱 って い る.万 葉 集7)に は 紫染 めの 灰 汁 媒 染

や紅 染 め の八 電染 め が 知 られ て い るが,茜 染 め の歌 は無 く,「 あ か ね さす … … 」 と枕 詞 と

して 用 い られ て い る.紫 と紅 の染 色 ほ どの 関 心 を示 さなか った の で あ ろ うか.「 延 喜 式 」B)

に挙 げ られ た色 相 は浅 緋 で あ り,深 緋 は 茜染 と紫染 の 交 染 で あ る.セ ィ ヨ ウア カ ネ は 明馨

媒 染 で 美 く しい深 赤 色 に 染 め られ る.正 倉 院 文 書 に 「陶 沙 」 が 記 載 され 現 品 も奈 良 朝期 に

知 られ て い るが 明 馨 媒 染 は行 は れ な か った.そ の こ と は セ イ ヨウ ア カ ネ の輸 入 が な され な

か っ た こ とを意 味 す る.延 喜 式,巻 十 四巻,縫 殿 寮 の 雛染 用度 の項 に.「 浅 緋 稜 一 疋 茜

大 淵 斤.米 五 升.灰 二石.薪 三 百 六 十斤 」 と記 され て居 り,灰 は媒 染 剤,薪 は燃 料 で あ り

米 は そ の澱 粉 質 を如 何 に利 用 した か と疑 問 が 生 じる.延 喜 式,巻 十 七,内 匠寮,牛_.貝

の條 に 「染 料 茜 大 三 百 斤.白 米 九 斗.煮 茜 用反.酢 一 鮒 二 斗.生 絹 四 尺 筋 茜 料.庸 布 四

尺.箭 巳 料.灰 四 十 五 解.斤 別 一 斗 五 升.薪 百 五 十荷.斤 別 宛半 荷 」 と詳 細 に 亘 って 記 さ

れ て い る.セ イヨ ウ ア カ ネの 染 色 に 比 べ て 日本 ア カ ネの染 色 が 技 術 上 高度 の処 理 が 要求 さ
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れ るの は天 然 色 素 の含 有 量,成 分 の相 違 に も とつ く こ とが 推 察 され る.

Madder(R.tinctoYUrn)の 主 成 分 はalizarin,1:2-Dihydroxyanthraquinoneで あ り

生 体 巾 で は配 糖 体 ルベ リ トリ ン酸 と して含 ま れ て い る.と ころがmunjeetを は じめ と し

てR.coYdifoliaの 一 派 はalizarinを 有 せ ず,そ の 近 縁 体 を小 量 ず つ 含 ん で お り,そ れ

らは ま たMadderに も含 ま れ て い るの で あ る.染 色 主 因 とな る決 定 的 な 成 分 の貧 困 と考

え られ る.現 在 ま で報 告 され て い るア カ ネ色 素 群 の 研究9)に よ る とR・cordifobiaはXan-

thopurpurin,1:3-Dihydroanthraquinone,〔A・G・Perkin,J・J・Hummel(1893)〕

munjistin,1,3-dihydroanthraquinone-2-carboxylicacid,(J.Stenhouse(1864)).

Purpurin,1,2,4-Trihydroxyanthraquinone,〔J・Stenhouse(1864)〕 お よ びPseu-

dopurprin,1,3,4-Trihydroanthraquinone-2-carboxylicacid.(P.Schutzenberger.

(1865)〕 等 が 発 見 され 単離 され て い る.ア リザ リンの9つ の異 性 体 の うち染 料 と して は1・

4-Dihydroxyanthraquinone,quinizarinが あ るが,こ の もの は天 然 に 知 られ て お らず,1・

3-Dihydroxyanthraquinoneは 染 料 と して 問 題 に され な い.tri・hydroxyanthraquinone

に 属 す るPurpurinは 明馨 媒 染 で赤 燈 色 に染 ま る色 素 で あ る.こ の もの の含 有 量 の少 な い

こ と とAlizarinの 欠 如 が 認 め られ て い る.

ひ るが え って,古 代 中 国 で は 「周 礼 ・巻 第十 … ・冬 官 考工 記第 六」川 に 「凍 緕 以f水.

海 其 糸糸七 日.去 地 尺 暴 之.」 とあ り鄭 氏 注 に よ って 説 水 は泪 水 と 同 じ く温 水 で あ り,未 晒

絹 糸 を漂 白す る こ とで あ る.さ らに 「壷 暴 諸 日.夜 宿 諸 井.七 日七 夜.是 謂 水 凍 」 日に さ

ら し夜 は清 水 に 浸 す 手 法 を記 し,「 凍 吊以 欄 爲 灰.渥 淳 其 吊.諸 實 澤 器.淫 之 以 廣」 欄 木

を灰 化 して 温水 を和 し た液 に 布 を浸 し,白 磁 の 艶 と蛤 の 白 さまで 精 練 す る こ とが 述 べ て あ

る夏 黛1nは 糸糸肢(sericin)を 溶 去 す る事 と論 じ本 研 究 第1報 の所 見IE)と 一 致 し た.さ ら

に,同 氏 は中 国 漢 代 墳墓 出 土 の 漢 錦 断 片 よ りAlizarinとIndigoを 検 出 し,前 者 は セ ィ

ヨウ ア カ ネで 染 色 され て い る こと を証 明 した.漢 代 の東 西 交 流 は壁 画顔 料 に西 域 輸 入 の種

類 が 加 わ り,脳 脂 成 分 が 紅 花 に茜 草 根,紫 鉗 が 和 し赤 か ら紫 に及 ぶ有 機 顔 料 に よ って 画 面

が 多 彩 とな る.千 非 闇5)は 大 英 博 物 館 所 蔵 の東 沓顧 榿 之 画cc女 史 箴 圖一 巻"の 画 面 は朱,

姥,黄,白,黒 の主 体 色 彩 に脳 脂,藍 澱,草 緑,檀 木 が 加 わ っ て い る と述 べ て い る.

Binyon131が 現 在 の 世最 界 古 の 人 物 画 巾 のmulberrypurpleとvermilionredと の 赤 の

美 し さを指 摘 した の は,奇 し く も,茜 草 根 レ0キ と紫 釧1レー キ の 色 相 を称 え た こ と に な

る.敦 煙莫 高 窟 の壁 画(北 朝 一 北 魏,東 西 魏)の 顔 料 も夏 卿 に よ って 脳脂,樋 黄,綻 青 の

有 機 顔 料が 数 え られ て い る.唐 代 に至 って 植 物 性顔 料 と鉱 物 性顔 料 が 数 量共 に 増 し て い

る.胴 脂 と朱 砂,脳 脂 と赫 石 そ の配 合 も鉱 物 質 を伴 侶 と して 多彩 を極 めて い る.セ ィ ヨ ウ

ア カ ネが 顔 料 と して もニ ホ ンア カ ネ との優 劣 は格 段 の 差 で あ るが,奈 良 朝 ・平 安 朝 とニ ホ

ンア カ ネに 固執 して い るの は疑 問 の点 で あ る.延 喜 式 編 纂 当 時 の ニ ホ ンア カ ネの 貢進 は大

宰府 で 九 州 産 の オ オア カ ネで あ ろ うか.「 式 内 染鑑 」14)色 見 本 に よ る と浅 緋 の 色 相 はICI

colourAtlasに よ ってN14YloR22と い うBurntsiennaの 数 値 を与 え,orange-red

系 とは,ほ ど遠 い.吉 岡 常 雄15)の ニ ホ ンア カ ネの染 色 見 本 はN12YgR19で あ り代 赫系

の 茶 色 が か って い る.上 村 六 郎,liI崎 勝 弘16}の 示 した真 緋(浅 緋)はN3YgR・7で

orangecolourに 近 い.あ か ね 雲 の色 彩 が 語 源 的 に も正 当 と思 わ れ る.こ れ らの 色 相 上

の 疑 問 を解 くこ と,な らび に 染色 因 了 を探 るた め に 本 研 究 を行 な った.
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2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布Bombyx属 の 家 蚕 絹 糸 を用 い て織 っ た淡 黄 白色 の未 晒 布 を用 い た .

な お 木綿 布 は天 竺 木綿 を絹 と併 用 し た.両 者 と も使 用 前 に煮 沸 水 中 に5分 間浸 し洗 條後 風

乾 した もの を使 った.

2.1.2茜 草:イ ラ ン産 の セ イ ヨ ウ ア カ ネ(昭 和48年2月 輸 入 品)を 用 い た.水 分=

11.71%,灰 分=5.43° °,メ タノ ー ル抽 出分=48.0%.ニ ホ ン ア カ ネ は昭 和47年11月 福 島

産 の もの を用 い た.水 分 一9.73ip,灰 分 一5.43%,メ タ ノ ール 抽 出分=20.0%.

2.1.3椿 灰:学 園 内雑 木 林 中 の ヤ マ ツバ キ の葉 を昭 和48年7月19日 ～20日 に採 集 し

炎 天 下 に乾 燥 させ 第1報'2}記 載 の古 法 に よ って灰 化 した.

2.1.4椿 灰 汁:第1報 記 載 の 如 く飽 和 溶 液 と したph=9.6.

2.1.5澱 粉:延 喜 式 茜染 の 白米 は そ の主 成 分 で あ る澱 粉 質 の 利 用 と考 え,局 方 ばれ

い し よ澱 粉 を使 用 した.

2.2試 料 の 分 析

2.2.1顕 鏡 下 の 反 応:a.ア カ ネ 試 料 の 昇 葦:2種 の ア カ ネ を ス ラ イス して デ ッキ ガ

ラ ス上 に 置 き,セ イ ヨウ ア カ ネ は細 胞 膜 間 に オ レ ンヂ 状 の色 素集 落 が 見 られ た.そ の デ ッ

キ ガ ラス上 に3mmの 間 隙 を 保 ち,デ ッキ ガ ラ ス を重 ね,ミ ク ロバ ー ナ ー で 試 料 を 加 熱

し,冷 後,上 方 の デ ッキ ガ ラス を反 対 に して40×10の 拡 大 率 で 検 鏡 し,毛 髪 状 の ルベ リ ト

リン酸 の 結 晶 を認 め た.日 本 ア カ ネに は この 現 象 が 認 め られ な か った.

b.メ タ ノ0ル 抽 出 固 体 の呈 色 反 応:試 料1.09を と り20m1の メ タ ノ0ル を加 え,Sohx-

1et抽 出器 で4時 間 ウ ォー タバ ス上 で還 流 し,さ らに4時 間 メ タ ノ ー ル を更 新 して抽 出 を

行 な い,抽 出 液 を合 して 減 圧 下 に 濃縮 す る と,セ ィ ヨ ウア カネ は紅 色 の 固体 ニ ホ ンア カ ネ

は 榿 色 の 固体 とな る.両 者 を デ ッキ ガ ラス 上 に それ ぞ れ0白 金 耳 づ っ軽 くす りつ け,40×

10の 倍 率 で検 鏡 しつ つ,各 試 薬 との反 応 状 態 を観 察 した.各 試 薬 は それ ぞ れ一 白金 耳 を試

料 の そ ば に 点 下 し,デ ッキ ガ ラス をか たむ けて 両 者 を接 触 させ 直 ち に検 鏡 して,呈 色 色反

応 を記 録 した.そ の 結果 を 表1.に 示 す.

2.2.2メ タ ノー ル抽 出物 の ペ ー パ ー ク ロマ トグ ラ フ イ:毛 細 管 の先 端 を メ タノ ー ル抽

出物 に触 れ て微 量 を採 り,

次 に ガ ラス板 上 の水 滴 と混

和 させ 水 溶 液 と した.こ れ

を試 料 と して,東 洋 濾 紙No・

51.20×40cmの 原 点 に ス

ポ ッ トした.な お対 照 と し

てalizarin,Quinizarine

お よ びpurprinを それ ぞ

れ ア ル コ0ル に溶 か して ス

ポ ッ トした,展 開 剤 はn一 ブ

表1色 彩検査 顕微鏡観察4×10

試 薬R.tinctoyumiR.c・ 剛 ・lia

2N-H2SO4

1N-NaOH

lN-Na2CO3

1N-NaHCO3

1N-CH3000H

IN-MgSO4

1N-Sncl2

brown

red

red

red

Orange

yellow

Nochange

brown

red‐violet

red→Violet

red‐blue

red

blue

Nochange

タ ノ ールー 酢 酸一 水(4:1:2)を 用 い23～26。C,16時 間 で あ る.呈 色 試 薬 と して は 酢 酸 マ

グ ネ シウ ム の メ タ ノ0ル 飽 和 溶 液's)を 用 い て,図1.の ペ ー パ ー ク ロ マ トグ ラ ム を得 た.そ

のRfと 発 色 に よ って,セ イ ヨウ ア カ ネ と ニ ホ ンア カ ネ の成 分 差が 認 定 され た.こ れ を表

2.に 示 す.パ ー プ リ ンは両 者 の共 通 成 分 で あ り,セ ィ ヨ ウア カ ネ に の みAlizarinは 存在
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して い る.

2.3色 素 染 色 実 験

2.3.1標 準 色 素 の 染 色:

Alizarin(1,2)とQuiniza・

rive(1,4)を 用 い て ア ン トラ

キ ノ ン系 天 然 色 素 の染 色 に さ

きが け て 絹 お よび木 綿 を染 め

た.両 色 素 と も,そ れ ぞ れ

0.59を 酒 精51n1に 分 散 し

水95mlを 加 え,食 塩1.09

を助 剤 と した染 液 を作 っ た.

A.Alizarin染 色:2.1.2

の 絹 布 と綿 布 を10×10cmつ

つ 用 意 し,そ れ ぞ れ 半 戯 して

絹 と木 綿 の 組 合 せ2組 と し,

2%明 馨 液 に1組 を漬 け 他 の

1組 を2.1.4の 椿 灰汁 に1時

間浸 す.染 液 を2分 し て,

100mlビ ー カー一に移 し,ウ ォ

ー タバ ス上 に加 熱 して(液 温

90±50C)明 響 媒 染 布 と椿 灰

汁 媒 染 布 を それ ぞ れ 別 の染 浴

に浸 し,1時 間 染 色 す る.染

浴 よ り取 出 した染 布 は それ ぞ

れ再 び半 戯 し,片 方 は椿 灰 汁

中 に再 び10分 浸 し,他 方 は2

%酢 酸 液 に30秒 浸 し両 者 と も

水 で す す い で,そ れ ぞ れ 絞 っ

て 風 乾 した.か く して 得 た媒

染 と後 処 理 を異 に した5×5

cmの 染 色標 本8枚 を 島津 製

光 電 色 彩 計 に よ り,可 視部 の

反 射 率 曲 線 を求 めDigital計

算表 示 装 置 で色 の 二 刺 激 値

X,Y,お よびZを 計 算 し

た.

B.Quinizarine染 色:A

に 準 じて 行 った.

2.3.2ア リザ リ ン染 布 の 反

射 率 曲線 と測 色 値:a.椿 灰 汁

奈 良 大 学 紀 要 第3号

㊧
⑩一

㊧

aレ
一
A

②

⑪
⑪
⑪

⑪

PUrPUrmiin(・

⑳2

⑪一

⑰

⑫

@

≧

冒
霧

凶=

一一 『『{レー嘩{{一 一 一 一 一 一一 一 一 〇一一_

£

二
一=
一
N
P
一.一二
〇

沁
き

ミ

、
こ
客

、
o

＼～
ご
N
p
胃
向コ

≧

ヘ
ミ

応

6
ご

、.気
、
＼、c
～
、
自

一
)二
【・一)
=
岡り
凶二

試 料

Alizarin

QUII21Zarllle

Purpurin

R,tinctorum

R,cordifolia

図1.ベ ー パ ー ク ロ マ トグ ラ ム

表2Rf及 び色相

Mg(CH3000)2-methanol

に よ る 色 相 展 開

blue

orange

paleviolet

blue

paleviolet

orange

blue

orange

paleviolet

yellow

paleviolet

yellow

yellow

yellow

yelloworange

斑

認

麗

脚

認

脚

溜

駕

溺

酪

舗

⑳

溺

泥

崩

茄

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

媒染布:絹 および木綿の椿灰汁媒染は繊維の相違 と後処理の差異によって4本 の曲線が示

される・図2・の実線は絹布・点線は綿布のそれで表わ した.表3は その測色値であ り,標



新井 ・高沢:古 代染色の化学的研究 第4報 11

準 の光C光 源 下100

の 計算 で あ る.

LAは 主 波長 を

表 わ し λ,は 補90

色主 波 長 で あ

る.P。 は色 彩80

の刺 激 純 度 を示

す.図2に よ っ

て 絹布 は綿 布 よ70

りいつ れ の場 合

もよく染着性の

あ ることと表3

によ り椿灰汁媒

染は赤に青味を

加え紫を帯び,

酢酸処理によっ

て赤に戻ること

がわかる.そ の

操作で刺激純度

は増 し鮮やかな

色彩と布に艶を

増す.

60

反

射

率50

多:
40

30

20

椿

オもr{ミ→ ドこif三

椿

椿 → 酢

L

80

∩
)
つ
0

・180580

波 長(1・m)

椿→酢
椿→酢

界/

詳♂f

680700

図2ア リザ リン染絹布,綿 布(椿 灰汁,酢 酸媒染)の 反射率曲線

絹布:実 線

綿布:破 線

表3ア リザ リン染色絹布,綿 布(椿 灰汁,酢 酸媒染)

絹布{翻 一酢酸

綿布{翻:
一酢酸

X

8.45

27.35

23.5

31,4

Y

6.5

21.65

19.9

25.6

1ZI
x

i

7.7iO.3371

7.810.4815

19.710.3724

15.2;0.4349
　

Y

O.2870

0.3812

0.3154

0.3546

λdP。(%)

504.OC(♪ ㌧c)16.1

590.6C63.1

615.5C16.4

592.7C43.9

λ,:補 色主波長
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b.明 磐媒染布

反射率曲線をか

かげた.

表4は 図3の

測色値である.

アリザリン染色

の標準となるも

ので絹布の純度

の高いことが注

目きれよう.

奈 良 大 学 紀 要 第3号

:図3に 絹 お よび 木 綿 の 明磐 媒 染 の もの と,

1(≫

9(、

80

70

so

反

射50

率
ロへ
/J
U

40

30

2U

AP

A¢ → 酢

lU

酢酸後処理の染布4枚 の

A¢
A¢ →酢

0.

380480580680700

波 長(17T11)

図3ア リザ リン染 絹 布,綿 布(A!,酢 酸 媒 染)の 反 射率 曲 線

絹 布:実 線

綿 布:破 線

表4ア リザ リン染 絹布,綿 布(A1,酢 酸 媒染)

XYZIxYTa P。(%)

絹布{IL酢酸

綿布{鵡 酸

23.8

I

l24・81

33.8
}
i

33.75

16.3

17.5

26.7

27.1

5.5

5.9

15.75

14.6

0.5219

0.5145

0.4433

0.4473

0.3575598.5C

0.3631

0.3502

0.3592

597.5C

595.8C

592.7C

67.9

67.4

45.0

48.6
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2.3.3キ ニザ リン染布の反射率曲線と測色値

0且 を持つキニ100

ザ リンの染布は

図4の4本 の曲
90線に見られる如

く酢酸後処理で

の色相の変化が80

小 さい.

表5の 測色値
70は酢酸後処理で

のP,の 増加が

わずかである. 60

反

射50

率
n

%
)

40

椿

椿 →酢

2U

椿 → 酢

椿

10

L

80

∩
V
66

:a'.椿 灰 汁 媒 染 布:Pの 位 置 に2つ の

図4

椿
椿→酢
椿→酢

椿

48U58068070U

波 長(nm)

キニザ リン染 絹布,綿 布(椿 灰汁,酢 酸媒染)の 反射率曲線

絹布:実 線

綿布:破 線

表5キ ニザ リン染絹布,綿 布(椿 灰汁,酢 酸媒染)

絹布{欝
一酢酸

綿布{認
一酢酸

X YZIz Y

25.418.2

31.223.8

39.833.9

37.530.6

10.8

12.5

27.4

21.5

0.4669

0.4622

0.3937

0.4185

0.3346

0.3526

0.3353

0.3415

λdPc(%)

605.OC

596.8C

597.9C

597.1C

46.7

49.8

27.2

36.3



14奈 良 大 学 紀 要 第3号

b・.明馨媒染布:絹 は赤紫とな り,酢 酸後処理で紫味を減 じる.そ の曲線の特色は530～

580nmの 波長間の吸収はW型 をなしてお り,木 綿は600nm付 近で絹より反射率低 く紫の

踏 犠:100「 一 皿皿{}}一
表6に よ って

絹 布 は赤 系 の主90

波長610.C,

637・5Cで あ るが80

(λc)であ り紫 色

相 を示 す.坊 間

にIIう 「は な い

ろ の もめん 」.

2.4セ イ ヨ

ウア カ ネ染 色

2.4.1染 色

布:試 験 布 は

絹,木 綿 と もに

20×25cmの も

の を用 い,1回

染 色 ご と に5×

5cmを 切 り離

して20回 の染 色

を行 っ た.

2.4.2染 液

:セ イ ヨ ウア カ

ネ109を 蒸 溜水

150m1に て20分

煮 沸 して 煎 じ出

した抽 出液 を用

い た.

60

測

m

以

射

率

ρ
%

㌧

:うo

Aρ → 酢

AP

A〃 → 酢

A4

IO

U

380.180580680700

波 長(nm/

図5キ ニザ リン染 絹布,綿 布(A1,酢 酸 媒染)の 反 射 率 曲 線

絹布:実 線

綿 布:破 線

表6キ ニザ リン染 絹布,綿 布(Al,酢 酸 媒染)

x Y Z X

絹布{賑 酸

綿布{賑
酸

24.515.9

30.221.4

24.416.8

28.820.8

11.8!0.4693

14.50.4569

19.80.4000

23.70.3929

Y

O.3046

0.3238

0.2754

0.2838

λd

637.5C

610.OC

496.3C(λ,・)

495.3C(λe)

λ,:補 色 主 波 長

λd:主 波 長

P。(%)

39.4

41.1

33.2

28.4
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2.4.3椿 灰 汁 媒 染:2.4.1の 試験 布 を2.1.4の 椿 灰 汁 巾 に10分 間 漬 け た後,軽 く絞 っ

て ウ ォー タバ ス上 で10分 染 液 に浸 し,10分 間 放冷 し絞 って 椿 灰 汁 中 に10分 漬 け た後 に風 乾

す る.染 液 は 布が 充 分 浸 漬 す る量 を 用 い,染 色3回 で 更 新 した.灰 汁 漬 け よ り風 乾 終 了 ま

で 一 行程2時 間 と し,1日 数 回 行 な った.

2.4.4染 色 布 の 色 変 化:絹 染 布 は良 くア カ ネ を吸 着 し美 く しい紅 赤 色 を呈 す る.2.1.

4の ア リザ リン染 布 の そ れ と比 較 す る と紫 味 の増 す の は 染 色6回 以 降 で あ る.こ れ は染 色

時 間 と略 一 致 して い る.3～5回 の染 布 が特 にShadeの 少 な い 部 分 で あ る.綿 布 は色 素

の 染 着 は ゆ るや か で3回 目は美 くしい あ か ね 雲 の 色 で10回 以 降 に は褐 色 を帯 び る.

2.4.5絹 染 布 の 反 射 率 曲 線 と 測 色 値:各 段 階 の 染 布 の 中か ら1回,3回,5回,10

回,お よび20回100

を選 び 処 理 した

結 果 を図6,表

7,に 示 す.90

染 色3回 で主

波 長610nm付80

近 とな りY値 も

1∠」、さ く濃 度 は湯蓬

く刺 激 純 度56.370

%と い う鮮 や カa

GU以 後 は純 度 が 低

減 して 行 く.
反

射5
0

%
4()

鋤

LU

1

10
1-,-/

lip
:.'U

U

380 480580

波 長(lln1)

5

1(ｺ

20

680700

図6西 洋アカネ染絹布(椿 灰汁媒染)の 反射率曲線
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表7西 洋 アカネ染絹布(椿 灰汁媒染)

絹 布 染 色 回 数 XY

1

3

5

10

20

Z xy[λd

37.227.8517.5

20.913.46.8

15.810.24.8

10.57.04.4

6.855.03.8

0.4506

P。(%)

0.33741602.9C

0.50850.3260

0.51300.3312

0.47950.3196

0.43770.3195

610.OC

608.6C

612.OC

612.5C

45.0

56.3

58.6

46.6

35.6

2.4.6綿 染 布 の 反 射 曲線 と測 色 値:2.4.5の 絹 染 布 と同様 に1回,3回,5回,10

回,お よび20回 の染 布 を機 器 にか け図7,表8を 得 た.

100

90

80

70

6U

反

射

率50

忽
40

1

30

3

O
rD

2

0

0

0

1

1
[
2

L

80

∩
V
つ
0 480580

波 長(nm)

■⊥

つ
0

5

lU

20

G80700

図7西 洋アカネ染綿布(椿 灰汁媒染)の 反射率曲線
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綿 布 染 色 回 数

表8西 洋 アカネ染綿布(椿 灰媒染)

XYzlxy λd P。(%)

-
↓

0
σ

rO

O

O

づ
⊥

9
白

47.2

38.7

31.4

22.55

12.95

38.45

30.2

24.75

16.9

9.3

34.6

25.9

20.1

12.85

6.2

0.39250.3196

0.40820.3186

0.41180.3246

0.43120.3231

0.45520.3269

608.9C

612.OC

606.5C

608.8C

609.OC

23.1

27.1

29.2

34.6

41.0

2.4.7ア ル ミニ ウム 媒 染:2.4.1の 試 験 布 を52%Alum,P且 一3.5液 に10分 間 浸 し絞

っ て2.4.2の 染 液(煮 沸 ウ ォ0タ バ ス上 に加 熱90±2。C)中 に入 れ10分 間保 ち,ビ0カ0

をバ ス よ り 去100

り,放 冷10分

後,再 び染 布 を90

媒 染 液 に10分 間

浸 し て 風 乾 す

る.こ の操 作 を80

20回 繰 り 返 し

て,20枚 の試 験

染 布 を得 た.

2.4.8絹 染

布 の 反 射 率 曲 線

と 測 色値:2.4.

5と 同 じ段 階 の

染 布 を試 料 と し

て 図8の 曲線 と

表9の 測 定 値 を

得 た.

5枚 の染 布 の

反 射 率 曲線 は1

回 目を除 き他 の

もの は550nm

付近 で は差 が な

く600nmか ら

開 きが 生 じて い

る.

70

60

反

射50

率

多
40

3U

2U

L
L
I

L

旨
「
」

●
80

1
0

3

,認

0

3

1

1

3

5

10

20

48058U680700

汲 長(nm)

図8西 洋アカネ染絹布(Al媒 染)の 反射率 曲線
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表9西 洋アカネ染 絹布(Al媒 染)

絹 布 染 色 回 数
_　 _一 一 一一一一皿一 一一 一

1

3

5

10

20

x
一 齢 一 　罰　 一一

28.15

i20 .0

14.8

10.25

7.9

Yzlx
20.111.810.4688i

l
Y

i
λd

13.67.1

9.75.1

6.84.15

5.43.7

0.3347603.6CI

0.49140.3342!605.4C

0.50000.3277

0.48350.3208

608.3C

612.5C

0.46470.3176i614.7C

P。(%)

47.8

53.7

54.3

48.0

42.1

主 波 長600Cλdの 赤 色 で セ イ ヨ ウ ア カ ネーAlum媒 染 の勝 れ て い る こ とが 如 実 に 示 され

て い る.回 を壁 ね て も紫 味 は現 わ れ な い.灰 汁 媒 染 で はAl以 外 の含 有 金 属(Ca・Mg・Mn・

Fe)と 色素 の結

liで 紫 が現 わ れ

る と思 わ れ る.

染 着 回 数 の増 え

るに従 ってP,.

%が 低 減 す る こ

とは 灰 汁 媒 染 の

る.媒 染 剤 の 無

い場 合,酢 酸 処

理 を した場 合 の

Detaも 同 じ傾

向 を与 え る.

2.4.8綿 染 布

の 反 射 率 曲 線 と

測 色 値:図9は

綿 染 布 の曲 線 の

反 射 率 の高 い位

置 で 絹染 布 よ り

染 着 力 に劣 る こ

とが 判 明 す る.

10回 と15回 は 同

… 線 上 とな って

… つ の リ ミ ッ ト

を 示 して い る.

表10,の 測色 値

もまた10回 の主

波 長611.5Cλd

がmaxlmum

で あ り純 度 も略

一定 とな る.

反

射

率

戸%

38U 480 580

波 長(nm)

図9西 洋 アカネ染綿布(Al媒 染)の 反射率曲線

3

5

O

rD

l

l

680700
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綿 布 染 色 回 数

表10西 洋 アカネ染 綿布(A1媒 染)

XYZIxY

1

3

閑0

10

15

42.836.4534.410.37660.3201

35.0528.625.4

27.421.418.1

19.2514.311.3

18.413.8510.75

0.39360.3212

0.40960.3199

0.42920.3188

0.42790.3221

λd P。(%)

606.7C

608.4C

610.OC

611.5C

609.00

18.8

23.3

27.8

32.8

33.2

2.5ニ ホ ンア カ ネ 染 色

2.2試 料 の分 析 に お い て ニ ホ ンア カ ネ は セ イ ヨ ウ ア カ ネ に較 べ る とメ タノ0ル 抽 出物 が

半 量 に満 たず,さ らに染 料 と して重 要 な ア リザ リン を含 ま ぬ ので 染 色 の困 難 が 予 想 され た

が 比 較 の た め試 料 も同 量 を用 い染 色 条 件 もセ ィ ヨ ウ ア カ ネ と 同様 に 試 み2.6セ ク シ ョンで

古式 染 色 を 行 な100

う.

2.5.1椿 灰
90汁 媒 染

:2.4.3

と同 様 に 処 理 し

て 絹 お よび 木綿

の 染 布5×5cm

の もの を それ ぞ

れ20枚 を 作 っ

た.

2.5.2染 色

布 の 色 変 化:染

色 は 予想 通 り,

セ イ ヨ ウ ア カ ネ

の それ に比 して

絹 染 布 は 榿 赤色

の 範 囲 に 留 ま り

580Cλdの と こ

ろ で あ る.染 色

回数 の増 加 と共

に 赤 味 と禍 色が

加 わ る.木 綿

布 は桃 色か ら濃

くな る と10回 を

界 に して バ ラ色

とな る.

8U

70r一

60

監L
「
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図10日 本 アカネ染 絹布(椿 灰汁媒染)の 反射率曲線
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2.5.3絹 染布の反射率曲線と測色値:図10の 絹布の染着は階段状に反射率曲線が画か

れている.表11に 見 られる如 く濃度が深 くなるにつれて赤味は徐 々に増 しているが(λDの

変化)褐 色化 も現われてきている.

表11日 本 アカネ染絹布(椿 灰汁媒染)

絹 布染 色 回 釧x Y

1

3

5

10

20

Z X Y λdP,(%)

66.468.155.210.35000.3590!576.OC

60.662.346.8!0.35710.36711576.7C

50.850.237.40.36710.36?7

39.038.424.50.3881

22.220.611.80.4066

580.3C

0.37351582.2C

lO
.3773584.4C

21.7

25.3

27.2

35.6

42.1

2.5.4木 綿 染 布 の反 射 率 曲線 と 測 色値 図11の1回,

線に主波長580

nmの 手前にW

型の吸収の谷が

見られる.桃 色

の染布である.

表12に お い て染

色 の 浅 い こ と

が,Y値 の 高 い

こ と と,P。 の

低 い こ とで 認 め

られ る.

2.5.5ア ル

ミニ ウム 媒 染:

2.4.7と 同 様 に

してAlum染 媒

染 布 を得 た.

2.5.6染 色

布 の 色 調:絹 布

の 色 調 は 灰 汁 媒

染 の もの よ り鰹

れ て い て 橋 か ら

橋 赤 へ と移 向 す

る.褐 色 変 化 も

い ち ぢ る し くな

い.綿 染 布 は染

着 を重 ね るぼ ど

榿 色 が 増 す.

100
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8C)

70
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死)
40

lU

0

(

り
0

2

20

10

3回 および5回 染布の反射率曲

0

38048U58U

享皮 長(llm)

図11口 本 アカネ染 綿布(椿 灰汁媒染)の 反射率曲線
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表12日 本アカネ染綿布(椿 灰汁媒染)

綿 布 染 色 回 数XYZxyl

21

λdP,(%)

1174.173.476.110.33140.3283

3168.165.767.310.33860.3267

5159.857.756.910.34290.3308

10146.544.844.OIO.34370.3311

20i37.536.435.60.34250.3324

2.5.7絹 染 布 の 反 射 率 曲 線 と 測 色 値:図12と 表13に 示 す.

Alum媒 染 は100

回数を重ねるほ

ど濃 く美 しい色

調を与えること

は図12の カ0ブ

と表13のY値 の

減少 とP.%の

増加が立証 して

いる.絹 におい

て褐色変化が防

がれている.
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図12日 本 ア カ ネ染 絹布(Al媒 染)の 反 射 率 曲 線
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表13口 本ア カネ染絹布(Al媒 染)

絹 布 染 色 回 数iXY ZIx

-
⊥

90

「0

0

0

1
⊥

り
自

48.5

44.2

36.7

27.5

13.7

45.9

41.7

34.3

25.2

11.3

31.6

28.6

22.6

14.0

6.2

0.3849

1:.1

0.3921

0.4123

0.4391

yλd

O.36431583.4C

O.3642i583.6C

O.36651584.4C

O.3778584.8C

O.36221592.1C
l

PAC%)

32.7

32.9

35.1

43.8

46.6

2.5.8木 綿染布の反射率曲締と測色値:木 綿のAlum媒 染 も絹 と同様の染着傾向が見

られ る,灰 汁 媒

染 の そ れ よ り も

勝 れ て お り,ニ

ホ ン ア カ ネの 媒

染 は 古 式 に拠 る

汁 染 媒 の 必 要 は

無 い と 思 わ れ

る.図13,表14

に示 した.前 図

前 表 と見 比 べ る

と,染 着5回 の

前者 と1回 の後

者が マ ッ チ す

る,

反
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1

3

5

10

20
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X

G8.2

23

表14日 本 アカネ染 綿布(A1媒 染)

Y

68.4

Z

66.0

57.856.153.5

52.951.447.8

lx
i

O.3366

yTr∴ 一諏 弥

0.3376!578.4C

0.34530.3351i583.2C

0.34780.3379i583.2C

42.040.137.50.35120.3353586.6C

28.826.522.510.37020.3406588.5C

12.4

14.0

15.5

16.4

22.5

2.6ニ ホ ン ア カ ネの 古 代 染 色 〔1〕

2・6・1ニ ホ ン ア カ ネの 水 洗:ニ ホ ンア カ ネ の根 は セ ィヨ ウ ア カネ に比 べ て 細 く髭 根 が

先 端 に 密 生 して い る.先 端の 髭 根 を除 き,細 根 の 申 に 断 面 に 黄燈 色 の 色 素 を 含 まな い もの

を捨 て る.つ ぎに 清 浄 な ガ ー ゼ を袋 に して こ の 中ヘ ア カ ネ を包 み流 水 中へ 一 夜 浸 漬 し水溶

性 の 爽 雑物 を除 く,翌 日ガ ー ゼ を更 新 して 再 び 浸 漬 し二 夜 後 ガ0ゼ よ り内 容物 を取 り出 し

シ ヤー レに 拡 げ 試 料 とす る.

2・6・2澱 粉 に よ る ア カ ネ の処 理:馬 鈴 薯 澱 粉13・2Sを 清 水230m1で こね,5分 間加 熱

して ペ ー ス トと し2.6.1の ア カ ネ(449)を 入 れ,時 々か きまぜ なが ら3時 間放 置す る.黄

色 に な った ペ ー ス トか ら ア カ ネを取 り出 し2分 して 一 方 は6%の クエ ン酸 を小 量(0.3ml)

加 えP,1=5・5に 調 節 した蒸 溜 水150mlで 金 網 上 に煮 沸 し,140mlの 染 液 を得 た.同 様 に

して3回 の抽 出液 を合 わせ てA液 と名 付 け た.別 の 半 分 の ア カ ネ は蒸 溜 水(P1、-6.0)で 同

じ様 に処 理 し3回 の抽 出液 を合 してB液 と した.

2.6.3椿 灰 汁 媒 染:絹 布 と綿 布 を椿 灰 汁 中 に40分 浸 漬 し た .時 々液 中 よ り取 出 して 絞

り浸 漬 を行 な っ た.絹 布 と綿 布 は それ ぞ れ15×10cmで あ る.こ れ を2組 用 意 し た.

2.6.4絹 布 と綿 布 の 染 色:2.6.3の 試 験 布 をAとBの 染 液(そ れ ぞ れ%量 を2回 染 色

に用 い,6回 行 な う)に1組 づ っ 入 れ て染 色 し,染 色後 は椿 灰 汁 に 漬 け て後 処 理 をほ ど こ

す.染 色 温 度 は700C30分,後 処理 は常 温10分 で あ る.風 乾 して5×5cmの 染 布 を裁 る.
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2.6.5絹 布の反射率曲線と測色値:A液 で染めた絹布の反射率曲線を図14に その測色

値を表15に,B液 で染めた絹布のそれを図15と 表16に 示す.

反

射

率

(%
)

380 480580

波 長(llm)

2

3

、b

6807UO

図・4日 本アカネ染絹布(筆 騨 騨 クエン酸添加)の 反射紬 線

表・5日 本アカネ染絹布(鰺 弊 禦クエン酸添加)

絹 布 染 色 回 数

噌⊥

2

3

」4

rO

6

X Yzlx
50.549.3

38.436.5

33.531.7

28.126.0

24.722.6

20.918.6

33.1

22.8

18.1

13.1

10.9

9.0

0.3800

0.3930

0.4022

0.4182

0.4244

0.4309

ylλd

O.37101580.7C

O.37361582.1C

O.38061582.1C

O.38691583.2C

O.38831583.7C

O.38351585.5C

P。(%)

33.1

37.2

40.8

47.7

49.6

49.7
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両 図 と も大 差 が 認 め られ な い.
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40
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波 長(11m)

図15日 本アカネ染絹布(椿灰汁媒染デンフ。ン添加)の反射軸 線

表・6日 本アカネ染絹布(鰺 弊 蜘)

1

り
自

り
∂

4

5

ρ0

680700

絹 布 染 色 回 数 XY ZIx

「-35
.8iO.3802

126
.OiO.3967

21.OIO.4083

13.40.4280

12.OIO.4294

9.90.4361

Y λd P。(%)

1

2

3

4

5

6

55.4

45.5

41.4

31.2

.,

23.9

54.5

43.2

39.0

28.3

25.2

21.0

0.3741

0.3766

0.3846

0.3882

0.3865

0.3832

579.7C

582.7C

582.5C

584.2C

585.OC

586.7C

34.3

38.5

44.2

50.6

50.2

51.5

表15と 表16も 大 差 が な く この こ とは吉 岡IS)のPh-5・5に す る処 置 は意 味 が な い.
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2.6.6木 綿 染 布 の 測 色 値

第3号

木綿染布の結果 も表17と 表18に 示すごとくである.

表・71体 アカ襖 綿布 蔭 堅弊 禦クエン酸添加)

綿 布 染 色 回 数

1

2

3

4

5

6

XYZ Xy λd PAC%)

53.350.848.40.3495

48.645.743.20.3535

45.342.939.90.3536

41.439.236.20.3545

τ0
.33:31

!587・8C

O.3324i589.5C

O.3349588.7C

O.3356587.8C

41.539.537.20.35110.3342588.7C

41.239.136.70.35210.3342i588.7C

15.0

15.9

16.4

17.1

15.3

15.5

表18〔 本アカネ染綿布 趣 弊 諜力口)

綿 布 染 色 回 数lX
-}

156.7

2

3

4

5

6

Y Z X

55.048.90.3531

y)しd

O.34251583.4C

51.148.442.20.36060.3416!586.OC

46.443.438.30.36220.33881588.5C

45.242.237.70.36130.3373588.6C

39.937.033.70.36080.3345590.OC

38.735.632.50.36240.33331592.4C

P,(%)

18.7

19.9

19.3

18.9

18.0

18.3

澱 粉 処 理 に よ って 色 素 染 着 度 は そ れ ぞれ 増 して い るが,P,iの 差 は見 られ な い.む しろ

水 煮 の 方 が 純 度 が 高 い.

2.7ニ ホ ンア カ ネ の 古 代 染 色 〔H〕

2.7.1絹 布 の 灰 汁 練 り:ア カ ネ色 素 の 吸 着 を増 す た めに 絹 布 の 灰 汁 練 りを行 な っ て セ

リシ ン を除 く必 要 をみ と め た.250mlの ビー カー に100mlの 椿 灰 汁 を入 れ沸 と うWater-

bath中 に 保 ち10×10cmの 絹 布 を灰 汁 に浸 し時 々か くはん して1時 間後 に 取 出 して 水 洗

し,新 たな 椿 灰 汁 中 に 常 温 で1夜 漬 け翌 口風 乾 して 試 験 布 と した.

2.7.2ア カ ネの 処 理:2.6.1の 水洗 を行 ってか ら,き らに 根 の 表 皮 を ナ イ フで 削 り取

り再 び 水 洗 して 澱 粉 処 理 を行 っ た.澱 粉 と別 けて 水 洗 後 風 乾 して これ を粉 砕 し た.こ れ は

ア ル カ リ媒 染 に よ りア カ ネ 巾 に存 在 す る タ ンニ ンの存 在 が 褐色 化 の原 因 で あ り2.2.2の 呈

色反 応 で 樹 皮 内部 に タ ンニ ンを認 め た 故 で あ る.

2.7.3染 液の 調 製:2.7.2の ア カ ネ粉 末109を 清 浄 な木 綿 袋 に 入 れ,酢 酸 に よ っ て

pl・-3・5に 調 節 した蒸 溜 水200mlを 入 れ た500m1の ビー カー 中 に浸 し金 網 上 で 液 を 沸 と う

させ る,30分 後,袋 を取 り出 し液 は捨 て る.次 ぎに900に 調 節 した バ ス 中 に蒸 溜 水100m1

を 入 れ た300m1の ビー カー を 液面 と等 し く漬 け,そ の ビー カー 中 へ木 綿 袋 を浸 して ア カ ネ

色 素 を温 浸 す る.3時 間後 に液 を100mlフ ラス コに うつ す.染 液 収量85ml.

2.7.4染 色:2.7.3の 染 液50mlを200mlの ビ ー カ ーへ 入れ,800Cの 染 浴 を保 ち,

2.7.2の 染 布 を蒸 溜 水 に浸 して絞 り,染 浴 中 に浸 す.染 色時 間1時 間後 か る く絞 って風 乾

す る.風 乾後 染 液 に20mlを 加 えて,染 布 を水 に しめ して第2回 の染 色 を行 な う.染 色 時
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問 も同様 に して残 余 の染 液 を合 わ して 第3回 の染 色 を行 な い,染 布 は1時 間後 固 く絞 り,

PH=3・5の 酢 酸 々性 の 水 中 に拡 げ て1分 間漬 け て絞 り風 乾 す る .榿 赤 色光 沢 あ る絹染 布 が

得 られ た.乾 燥 時ICIcolourAtlasの 値 はN3Y8R18で あ る.

3.実 験結果と考察

3.1検 鏡 反 応 と ク ロマ トグ ラフfに よ って,セ イ ヨ ウア カ ネ とニ ホ ンア カ ネの成 分 差

の著 しい こ とを確 認 した.前 者 は ア リザ リンに富 み後 者 は これ を全 く含 まな い こ とが 染 色

度 の差 とな っ て い る.

3.2ア リザ ニ ンを用 い てAlum媒 染 に した染 布 は美 しい赤 色 で あ り,セ ィ ヨ ウア カ ネ

のAlum媒 染 は 古 代 染 色 中 屈 指 の もの で あ る.古 代 ペ ル シヤ は羊 毛 を染 め,中 国 古 代 で

は 絹 を染 め た.

3.3ニ ホ ンア カ ネ の根 皮 に は染 色 に褐 色 を与 え る タ ンニ ン質 の含 有 が 多 く,こ れ を除

くた め に上 代 日本 で は 白米 を用 い て,熱 い澱 粉 質 に 吸 着 させ た と本 実 験 結 果 よ り 考 察 す

る.こ れ は我 が 国 の発 見 と思 わ れ る.

3.4ア カ ネ染 色 に は椿 灰 汁 に よ る媒 染 はAlum媒 染 に劣 る.そ の 理 由 は 椿灰 汁PH9.5

～9.6は 遊 離 アル カ リは少 な いが,塩 基 性 の 媒染 剤 で あ っ て タ ンニ ン質 と結 び 易 く,ア カ

ネ色 素 に 紫 色 を与 え る金 属 根 を含 むか らで あ る.ニ ホ ンア カネ の染 色 に もAlum媒 染 が 優

れ て い る こ とは実 験 結 果 の通 りで あ る.

3.5延 喜 式 の ア カ ネ染 めの 復 元 を試 み た結 果 「式 内 染 鑑 」 の 色 見 本 は タ ンニ ン質 の除

去 が な され て い な い.と 考 え る.

3.6周 礼 考 工 記 の 記 事 は頂 門 の… 針 で あ り,奈 良 朝 期 に応 用 され た と考 え,絹 の灰 汁

練 りを取 り入 れ た.

3.7ニ ホ ンア カ ネ の染 液 を抽 出 す る除Ph=3.5の 酢 酸 水 で 沸 煮 したの は色 素 配 糖 体 の

分 解 と タ ンニ ン質 の 抽 出 を 目的 と した.還 元 性 物 質 の 多 い この 染 液 は捨 て去 る べ き で あ

る.

3.8ニ ホ ン ア カ ネの 能 率 良 き染 め方 は,絹 布 を マ ル セ ル石 鹸 を川 い て充 分 に精 練 し,

Alumで 媒 染 す れ ば よ い.
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図16ル ビア系色素脱 炭酸機構
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3.9セ イ ヨ ウ ア カ ネの 染 色 の 主 役 はAlizarin〔1〕 で あ る こ と は 明 臼 で あ る.ニ ホ

ン ア カ ネ に は 緒 言 に 記 し たXanthopurpurin〔11〕,munjistin〔HI〕,purpurin〔IV〕,
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psendopurpurin〔V〕 が19Cに 欧 州 の有 機 化 学 者 に よ って 発 見 され て い る.古 来 か ら採 根

し た ア カ ネは早 く用 い る こ と を伝 え て い るの は,学 理 的 に は,色 素 配 糖 体 が 根 の死 ぬ の と

と もに分 解 して 糖 と色 素 に 加 水 分 解 し,糖 は タ ンニ ン酸 と 化合 し,色 素 は脱 炭 酸 に よ って

図16の 如 く,〔V〕 → 〔IV〕,〔111〕→ 〔H〕 に 変 わ る と考 察 され る.

終 りに臨み色彩測定に際し機器使用の便宜 を与えられました住友化学工業株式会社大阪

製造所色彩研究室 村田幸男課長に感謝の意を表 します.さ らに,京 都大学人文科学研究

所 永田英正助教授より敦煙莫高窟の壁画にっいてご教示を戴 き,本 学図書館長上村幸次

教授か ら家蔵の 「周礼考工記」後漢,宋 朝および清朝の校註害を貸与 されました.厚 く御

礼を申し上げます.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

文 献

A.G.Perkin,A.E.Everest≪Thenaturalorganiccolouringmatters ."London.(1918)p.23.

D.H.Soxhlet,≪Theartofdyeingandstating ."London.(1902)p.31.

G.Graebe,C.Liebermann:Ann.Suppl .,7257(1870),

吉 田 光 邦;cc明 の 十 字 路"京 都 大 学 学 術 調 査 隊 編,平 凡 社,(1962)P.83 .

=F非 闇ce中 国 画 顔 色 的 研 究"北 京(1955)p
.7.

古 事 記;日 本N典 全 書 に よ る.

万 葉 集;元 暦 本 に よ る.

延 喜 式;日 本 古 典 全 書 に よ る.

服 部 静 夫 ・ 下 郡 山 正 巳;ec生 体 色 素"朝 倉(1967)P.106～134.S.coffey,J.VanAlphen;

≪Rodds
,Chemistryofcarboncompound."vol.3-B.(1956)p.1374～1422.

後 漢 鄭 玄 註 更周 礼,巻 第11,冬 官 考 工 記 第6".

夏 辮;考 古.(1972)第2期.P.16.

新 井 清,大 岩 さ つ き,井 村 三 郎;本 誌1(1972)p.7.

新 井 清;染 色 工 業,21(1973)P.412.

L.Binyon;≪PaintingintheFarEast"NewYork(1969)p .50.

朽 木 文 庫ce式 内 染 鑑"大 阪 府 立 図 書 館 蔵.

吉 岡 常 雄;ce天 然 染 料 の 研 究"光 村 推 古 書 院(1974)p.12.

上 村 六 郎,山 崎 勝 弘;Q受 増 訂 日本 色 名 大 鑑"養 徳 社(1948)P.12.

H.Molisch;≪MikrochemiederPflanze ."Jena(1923)p.236 ,

柴 田 承 二;薬 誌,61320(1941).

Summary

Madder(Rubiatinctorurn)istherootofaperennialEasternplant ,and
usedtobecultivatedinEgyptandPersia .Formostmadder,woolmust

firstbeenmordantedbymeansofAlum .Nextsilkdyeingwasstartedin

China.Ontheotherhand,inJapanintheFarEast,Akane(R .coydifolia)
wasusedinthesixthcentury.Itisrelativelypoorincolouringmatter .
Foruseindye-works,thepreliminarystepwastakentoremoveimpurities

fromtherootofAkanebyhotrice.Camelliaashjuicewasalsousedfor

mordant.Inpractice,thisstarchofhotriceWellabsorbstannicsaltfrom

therootofAkane.Moreover,Camelliaashjuiceisrequiredtoremove

sericinfromsilk,andthensilkabsorbsAluminiumfromashjuice .


